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１．背景と目的 
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１．１ 背景 

 観光は，国の重要な政策のひとつ 

   ・国際的な経済情勢の変化，国内の高速交通体系の整備 

   ・2006年「観光立国推進基本法」成立 

 観光旅行形態の変化 

   ・団体旅行→少人数旅行（家族，友人同士，個人） 

 インターネットや携帯電話などのモバイル機器の普及 

    ・個人が容易に様々な情報を入手することができる時代 
  

 観光地と観光者を結び付ける観光情報の重要性 

 

       
  

いつでもどこでも観光情報を入手できる 

モバイル型の観光情報システムに期待 
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１．２ 目的 
 国土交通省主催：「まちめぐりナビプロジェクト」 

・全国56地域の観光地において，携帯電話等を用いた 

  観光情報提供サービスを展開 

・観光者への適切な情報提供によって満足度を高める取組み 

 観光情報提供の課題 

・携帯電話では，操作習熟の困難さ等から効率的な 

  情報提供手段とならない 

・紙媒体の長所，IT機器の長所を活かし切れていない 

 旅行先の観光者を対象として，スマートフォンを用いた  

観光情報提供システムを提案 

 

 

       
  

モバイル型観光情報システムの操作と 

観光情報へのアクセスを向上させる 
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１．３ 提案システムのアプローチ 

 拡張現実感（Augmented Reality: 以下，AR）と呼ばれる 
技術に着目． 

 紙地図に印刷した観光スポット等の写真画像をスマート  
フォンの内蔵カメラで撮影 

 その画面上の写真画像に対して，詳細な内容を説明する 
映像コンテンツを自動的に重ね合わせて表示 

 タッチ操作できるARアプリケーションとして実現 

 スムーズな観光情報の提示により，情報提供の面で    
旅行先（着地）の観光者を支援 

 

 

 

    

より快適で魅力ある観光の実現を目指す 
  



＜拡張現実感 （ＡＲ： Augmented Reality ）とは＞ 

 現実世界に対して，デジタル情報を付加することにより，

現実を増強・拡張しようとする技術 [1] 

 仮想世界と現実世界を関係づけ，人間の現実世界での

活動を支援する情報提供手法のひとつ [2] 

 拡張現実感の考え方は，１９９０年代前半に認知され， 

さまざまな要素技術が開発されてきた 

 これまで開発されてきた要素技術を利用することにより，

実用的なシステム構築が可能な段階 
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[1] Azuma, R. : A Survey of Augmented Reality, Presence: Teleoperators and Virtual Environments, Vol.6, No.4, pp.355-385 (1997) 

[2] 加藤博一(編): 拡張現実感(AR), 情報処理, Vol.51, No.4, pp.365-434 (2010) 



２．モバイル観光情報システムを用いた 
情報提供の現状と課題 
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２．１ 観光行動プロセスと観光情報の分類（１） 

・旅行計画立案 

・情報収集 

・目的地の決定 

・次回観光への 

 動機づけ 

・旅行先 

・着地での観光 

[3] Fridgen,J.D.: Environmental psychology and tourism, Annals of Tourism Research, Vol.11, No.1, pp.19-39 (1984). 

[4] 佐々木土師二: 観光旅行の心理学, 北大路書房, p.238 (2007). 

 ５段階の観光行動プロセス[3][4]  

 本研究の対象は，目的地内行動（着地での観光）． 
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２．１ 観光行動プロセスと観光情報の分類（２） 

観光情報のニーズ分類 （文献[6],[7]をもとに作成） 

顕在的ニーズ 

（定番・安心・安全） 
潜在的ニーズ 

（発見・選択・交流） 

定形情報 

（静態情報） 

・観光施設 

 （歴史的建造物，観覧施設など） 
・位置に関するもの 

 （観光地図，経路案内など） 

・自ら発見できる 

・選択できる 

・感動したい 

非定形情報 

（動態情報） 

・天気情報 

・道路交通情報 

・観光施設の混雑情報 

・体験したい 

・地域の住民と交流したい 

・トラブルへの対応 

[6] 岡本伸之: 観光学入門－ポスト・マスツーリズムの観光学, 有斐閣, p.370 (2001). 

[7] 国土交通省総合政策局: 観光地が取り組む効果的な観光情報提供のための資料集 (2008), 
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２．２ 着地における観光情報提供の課題 [7] 

 課題１：観光者に提供される情報量が

多くなると，それに比例して，モバイル

機器の操作手順も増えてしまう． 

 課題２：観光情報の内容や情報量が

十分に検討されておらず，分かりやす

い観光情報が提供されていない． 

 課題３：モバイル機器の特性を活かし

た観光の楽しさや面白さを増すための

工夫や配慮が不十分である． 

[7] 国土交通省総合政策局: 観光地が取り組む効果的な観光情報提供のための資料集 (2008). 

     http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/region/kankojoho/index.htm 



３．提案システム 
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３．１ システムの設計コンセプト 

 コンセプト1：観光者がモバイル機器の操作に複雑な手

順を要することなく，求める情報を簡便に得られること． 

 コンセプト2：映像や音声を用いた観光情報を提供する

ことにより，内容を分かりやすく伝えること． 

 コンセプト3：映像コンテンツの表現手法を工夫すること

で，新鮮な驚きを与え，観光の楽しさを高めること． 
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着地における観光情報提供の３つの課題に対応 
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３．２ システムアーキテクチャ 

システム概念図 



４．プロトタイプの実装 
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４．１ プロトタイプの構成 
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（1）スマートフォン（OS：android） 
 (ARアプリケーション，開発言語：Java) 

(3) コンテンツサーバ 

(2) 画像認識サーバ 観光地図に印刷した
撮影対象の写真画像 

HP ProLiant DL360G5 

OS：Windows 2003 Server 

CP：Xeon E5430 2.66GHz 

メモリ：4GB 

＜観光マップ＞ 

Internet 



４．２ プロトタイプの機能（１） 

 対象画像の撮影 

 観光者は，スマートフォンのARアプリケーションを用いて撮影対象の
写真画像を撮影． 

 スマートフォンの操作は，画面上に専用のアイコンを配置し，それに
軽くタッチする動作により，容易に撮影することができる． 
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スマートフォンによる対象画像の撮影（左），映像コンテンツの再生（右） 



４．２ プロトタイプの機能（２）-その１- 

スマートフォン画面上の撮影画像 

画像認識サーバ内の比較元画像群 

 撮影画像の解析 

 ARアプリケーションは，撮影画像を画像認識サーバに送って解析． 

 その解析結果に基づき，映像コンテンツを再生． 

 この時，撮影画像中に写っている写真画像の形状どおりに整形して，
映像コンテンツを重ね合わせて表示する． 

撮影画像の解析イメージと重畳表示 



４．２ プロトタイプの機能（２）-その２- 

(3) コンテンツ 
サーバ 

 映像コンテンツの表現方法 

 重ね合わせて表示した映像コンテンツの再生時に， 
最初の一コマ目を比較元画像と同一のものとする． 

 これにより，あたかも動き出すかのような視覚効果を
与えることができる． 

映像コンテンツ再生時の視覚効果 

映像 コンテンツ 



４．２ プロトタイプの機能（３） 

 映像コンテンツの再生 

 ARアプリケーションは，コンテンツサーバからダウンロードした該当映像
コンテンツを撮影した画像上に重畳表示し，再生する． 

 再生中の画面をタップすることをトリガーとして，音声付の映像コンテンツ
や関連するWebページへ遷移する． 
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スマートフォンの画面 

映像コンテンツ再生後の関連Webページへの遷移例 



５．実証実験 
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５．１ 実証実験の概要 

 目的：提案システムの基本機能を検証するための  

      基礎的な実証実験  

 対象：ＪＲ小樽駅を観光の起終点とする観光者  

 場所：小樽運河を中心としたエリア 

 期間：2010年9月18日～26日（21日と22日を除く） 

 時間：原則として，午前10時～午後6時まで 
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５．２ 実験用映像コンテンツ 
 小樽市が行った観光客動態調査の結果に基づき，小樽に来る観光者

がよく訪れる観光スポット等を選択 

 観光者が求める地元ならではの情報については，小樽市観光振興室

や地元広告関係企業などから意見を伺いながら収集 

  観光資源・観光施設 コンテンツ数 音声情報などの有無 

都市景観 

（四季の風景，街並み） 
5 

音声情報有り．ただし， 

「街並み」は映像のみ 

歴史景観（昭和初期などに   
撮影された当時の街並み） 

3 
テロップにより撮影した    
年代情報を付加 

歴史的建造物 3 音声情報，テロップとも有り 

有名飲食店，土産店舗 3 音声情報・テロップとも有り 

地元店舗（旅行雑誌等にあまり 
掲載されていない店） 

5 
映像のみで，音声情報・    
テロップとも無し 



＜実験用映像コンテンツの例＞ 
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歴史景観：現在の街並み→昭和初期の映像（同じ通り） 



＜実験用写真画像の例＞ 
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（有名飲食店） （歴史的建造物） 

（土産店舗） （地元店舗） 



５．３ 実験方法 
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返却 

スマートフォンの貸出 

AR 

観 光 者 

スマートフォンと観光地図を
持ち，観光情報システムを
体験しながら，小樽の運河
エリア等を観光 

AR AR 

JR小樽駅 

エントランスホール 

実証実験基点ブース 

 ＪＲ小樽駅： 
 エントランスホールに実験説明用のブースを設置 

 スマートフォンの試用：２つの被験者ユーザグループ 

 実利用観光者（実際の小樽観光で試用） 

 駅内試用観光者（実験基点ブースで試用） 



＜実験基点ブースの様子＞ 
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６．実験結果と考察 
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６．実験結果と考察 

 プロトタイプの試用後に，アンケート評価を実施． 

 回収したアンケート数：116名，有効回答数：101名． 

 有効回答内訳：駅内試用観光者66名，実利用観光者35名． 

 評価段階：5段階，最も高い評価を5,  最も低い評価を1． 

試用別＼年齢 １０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 
合計 ％ 

（実数） 

駅内試用 4.5 40.9 25.8 12.1 7.6 9.1 100（66） 

実利用 2.9 45.7 28.6 20.0 2.9 0.0 100（35） 

合計 4.0 42.6 26.7 14.9 5.9 5.9 100（101） 
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６．１ 操作性と快適性（コンセプト１に対応） 

 駅内試用 

  肯定的評価：約82% 

 実利用 

  肯定的評価：約77% 

 一度の操作で映像コンテンツの
自動再生できることが評価された 

11.4%

36.4%

65.7%

45.5%

5.7%

13.6%

17.1%

3.0%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実利用

駅内試用

非常に良い やや良い どちらでもない やや悪い 悪い
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 駅内試用 

  肯定的評価：約82% 

 実利用 

  肯定的評価：約57% 

 屋外環境で条件が整わない場合，
複数回の操作が必要 

8.6%

31.8%

48.6%

50.0%

17.1%

6.1%

22.9%

9.1%

2.9%

3.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実利用

駅内試用

非常に良い やや良い どちらでもない やや悪い 悪い

１．操作しやすいか（操作性） ２．動作反応はスムーズか（快適性） 



６．２ 認知性（コンセプト２に対応） 

5.7%

21.2%

48.6%

57.6%

17.1%

18.2%

25.7%

3.0%

2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実利用

駅内試用

非常に良い やや良い どちらでもない やや悪い 悪い
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 駅内試用 

  肯定的評価：約79% 

 実利用 

  肯定的評価：約54% 

 屋外環境では，音声が聞き取りにくい 
場合があり，対応を検討する必要あり． 

３．情報は分かりやすいか 



６．３ 有用性と魅力性（コンセプト３に対応） 

20.0%

39.4%

51.4%

48.5%

17.1%

9.1%

8.6%

3.0%

2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実利用

駅内試用

とても感じた 多少感じた どちらでもない
あまり感じない 全く感じない

31.4%

51.5%

54.3%

40.9%

5.7%

6.1%

5.7%

1.5%

2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実利用

駅内試用

とても使いたいと思う 多少使いたいと思う
どちらでもない あまり思わない
全然思わない

４．観光が楽しくなるか（有用性） ５．今後も使いたいか（魅力性） 

 駅内試用 

  肯定的評価：約88% 

 実利用 

  肯定的評価：約71% 

 これまでにない観光情報提供の
手法は評価された 

 駅内試用 

  肯定的評価：約92% 

 実利用 

  肯定的評価：約86% 

 撮影した写真があたかも動き出す
ように見える表現方法に効果あり 



７．まとめ 

 画像認識型AR技術を用いた観光情報提供システムを提案 

 小樽市を訪れた観光者を被験者として，基礎的な実証実験 

 設計コンセプトに基づき実装した基本機能に対して，操作性

や有用性については，おおむね良好な評価 

 今後の課題 

 画像認識精度の向上 

 屋外における映像コンテンツ音声への対応（イヤホン等の検討） 

→ 実運用に向けた取組みを進め，観光リピーター増加に寄与 
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ご清聴ありがとうございました． 


